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　　前回 2929 回例会記録
	 　　　令和 6年 3月 2日（土）

点　鐘：鳥山　直樹  会   長
合　唱：「我等の生業」

ゲスト：	村 橋　 真 理　 様（NPO 法 人 PEACE FIELD 
JAPAN　理事）

	 横浜南ローターアクトクラブ
	 　市川　亜結　様（会長）
	 　町田英利佳　様（会計）

◎今週メークアップへ行った会員
１／ 12	 地区会員交流委員会（宮田会員）
２／９	 地区フレッシュ交流会打ち合わせ会（宮田会員）
２／ 14	 地区会員交流委員会（宮田会員）
２／ 16	 新横浜ロータリークラブ（岸会員）
２／ 21	 次年度地区チーム研修セミナー（岸・青木　各

会員）
２／ 27	 地区ラーニング・協議会打ち合わせ（岸・青木

各会員）

≪会長報告≫	 鳥山　直樹　会長
１．先日３月１日から本日３月２日にここローズホテル

にて、地区フレッシュ交流会が開催されました。佐
藤会員、澤田会員、井原会員、藤塚会員、藤井会員、
北井会員、石野会員、そして地区会員交流委員長の
宮田会員にもご出席いただきました。ご出席の皆様
ありがとうございました。

２．本日例会前に、親睦活動委員会と国際奉仕委員会が

第 2 9 3 0 回（ 第 2 6 回 ）例 会
2024 年 3 月 9 日（土）会場 ローズホテル 3 階

１.	点　　　　　鐘� 鳥山　直樹 会   長
２.	合 　 　 　 　 唱 � 合 唱 委 員 会
３.	ゲ ス ト の 紹 介� 鳥山　直樹 会   長
４.	ビジターの紹介� 親 睦 活 動 委 員 会
５.	スマイルの発表� 親 睦 活 動 委 員 会
６.	出　席　報　告� 出 席 委 員 会
７.	会　長　報　告� 鳥山　直樹 会   長
８.	幹　事　報　告� 小野　　哲 幹   事
９.	卓　　　　　話

◆次回（2024 年 3月 23日（土））例会予告◆

会　員　数 47（38）名 本日出席率 75％

本日出席数 30（28）名
（内オンライン０名） 2／3分修正出席率 88.37％

《合唱歌詞》

「早春賦」次回
合唱曲

ローズホテル会場３階
プロ野球〜栄光と挫折〜

元横浜ベイスターズ　赤堀　大智　様

ロータリーとの出逢い
桐光学園インターアクトクラブ顧問

林　直子　様

—   1   —



開催されました。ご出席いただきました委員の皆様
ありがとうございました。

≪幹事報告≫	 小野　哲　幹事
１．本日、10 階にて、第 9 回理事会が開催されます。ご

出席いただきます理事・役員の皆様、宜しくお願い
致します。

２．次回 3 月 9 日例会後 10 階にて、次年度第 3 回理事
会が開催されます。ご出席いただきます次年度理事・
役員の皆様、宜しくお願い致します。

３．３月の財団レートは１ドル 円になります。ご協
力よろしくお願いいたします。

４．他クラブから例会変更の案内がきております。会報
に掲載いたしましたので、ご確認をお願いいたしま
す。

≪委員会報告≫
・ロータリー財団委員会	 蒲　隆夫　委員長
　萩生田義久会員よりご寄付頂きました。

・米山記念奨学委員会	 蒲　隆夫　委員長
　萩生田義久・髙橋常男・石野貴史、各会員よりご寄付
頂きました。	

≪他クラブ例会変更のお知らせ≫
●新横浜RC

３／１（金）	 通常例会
		  この日のメークアップはお受けできません。
３／ 15（金）	 休会
３／ 22（金）→ 3 ／ 23（土）に変更
		  移動例会　観桜会（廣瀬会員宅）

●横浜旭RC
３／６（水）	 横浜瀬谷 RC・横浜旭 RC 合同例会
		  時間　19：00 ～ 21：00
		  会場　ローズホテル横浜
3 ／ 13（水）	 通常例会　点鐘 12：30
		  会場　ジョイナステラス 3
		  　　　４階コミュニティサロン
3 ／ 20（水）	 休会
3 ／ 27（水）	 夜間例会　点鐘 18：00　
		  会場　aday

●横浜保土ヶ谷RC
３／ 18（月）	 休会

●横浜西RC
３／ 20（水）	 休会

●神奈川東RC
３／ 29（金）	 休会

≪卓話≫
10 月 7日から考えること

NPO法人 PEACE FIELD JAPAN
理事　村橋　真理　様

　2023 年は、久しぶりに KIZUNA プロジェクトを行う
ことができました。コロナの状況が不透明だったので、
パレスチナ人と日本人の大学生を対象としたプログラム
となりましたが、体験を通して、持続可能な社会のあり
方について一緒に考える機会となりました。以前参加し
たイスラエル人とパレスチナ人参加者もボランティアス
タッフとして参加し、日本人のボランティアスタッフの
若者たちと一緒に、プログラムの運営にあたりました。
横浜南ロータリークラブの皆様のご支援によって実現で
きましたこと、心から感謝申し上げます。

　2023 年 10 月 7 日に起きたハマスによるイスラエル南
部のコミュニティへの襲撃は、誰も予想しない出来事で
した。過去に KIZUNA プロジェクトに参加した参加者
16 人が住む集落も襲撃を受け、参加者とその家族はお
かげさまで無事が確認できていますが、同じ集落の住人、
生まれた時から兄弟のように一緒に成長してきた友人の
多くが犠牲、人質になり、大きなショックを受けていま
す。その後のイスラエル軍によるガザ侵攻でガザの人々
の 犠 牲 も ３ 万 人 を 超 え、 人 道 状 況 は 危 機 的 で す。
KIZUNA プロジェクトの参加者が暮らす西岸地区も、
状況はやはり深刻です。

　“平和”をどう定義するか、多岐に渡ると思います。
平和学の父といわれるガルトゥングは、“平和”を二つ
に分けて説明しています。

消極的平和＝戦争のない状態
積極的平和＝貧困、抑圧、差別などの構造的暴力がない

　また、平和の文化（Culture of Peace）という概念が
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あります。争い・対立を暴力によってではなく創造的対
話によって解決していくという価値観と行動様式を意味
します。

　現在のガザの状況は、まず、停戦することが求められ
ていますが、その先に、そもそも構造的暴力がない状態
にしていくことが不可欠です。10 月 7 日以来の状況は、

“構造的暴力”が放置されてきた状況を再認識させられ
るものでした。とても多様な社会であること、また、当
事者のみならず国際社会の影響が大きいこともあり、ど
のように問題を捉え、考え、感じるのかも多様です。今
こそ問題の根源的な解決が求められていますが、国際社
会の支援が不可欠です。

　このような状況を変え、共存を目指して、これまでの
KIZUNA プロジェクトのパートナー団体は活動を続け
てきました。

　2004 年のプログラム実施に協力してくれた、イスラ
エル人のヴィヴィアン・シルバーさんは、10 月 7 日、住
んでいたキブツが襲撃を受け、亡くなりました。長年、
ガザのパレスチナ人と一緒に活動してきた人です。息子
さんが BBC のインタビューに " これは、社会が根本的
な解決に向き合おうとしてこなかった結果。平和は努力
しないと得られないもの”と答えています。

　 一 方、2013-2019 の KIZUNA 協 力 団 体 で あ る
EcoPeace （イスラエル人、パレスチナ人、ヨルダン人が
地域の環境のために協働している団体）、また、2023 年
の KIZUNA 協力団体であるパレスチナの Women of the 
Sun とイスラエルのパートナー団体の Women Wage 
Peace が、2024 年のノーベル平和賞にノミネートされま
した。Women of the Sun と Women Wage Peace は、
Mother's Call というパートナーシップ宣言を発表し、同
じ母親として、子どもたちの明るい人生を実現したいと
いう、シンプルな目標、価値を共有しています。両方の
リーダーが、TIME 誌の Women of the Year の中の２
人に選ばれました。

　“人”が社会を変えるので、“平和”を創る“人”を育
てていくことが時間はかかっても、現状を変えていくこ
とにつながると思います。“命が大切” というような共
通の価値観を見出す、そのために妥協し、自ら変わる勇
気、自分の“論理”にこだわらず、調和を優先する姿勢、
そのために相手の話を聞く姿勢（対話）、信頼関係を築
く場。これらが、構造的暴力を取り除いていく一歩では
ないでしょうか。

　2010 年の参加者のプログラム最終日のスピーチです。
「小菅村のとても美しい風景の中で、心を開き、知恵と
気持ちを共有することができました。私たちは、どう人
が自然と持続可能な暮らしを保てるのかを学び、社会へ
の責任を担っていること、お互いに気遣いすること、共
感すること、尊重しあうこと、そして、平和への希望、
自然と共にある平和、自分たち自身の平和、お互いの平
和があることも学びました。」

≪スマイルレポート≫
栁沼芳光様（地区クラブ管理運営委員会　横浜瀬谷

RC）：本日はお世話になります。メイキャップをした
ことがないメンバーを連れてきました。

亀ヶ谷純子様（横浜港北 RC）：いつも宮田委員長には大
変お世話になっており感謝です。本日は久しぶりにお
邪魔させて頂きます。どうぞ宜しくお願い申し上げま
す。

依田紀久子様（横浜瀬谷 RC　地区ローターアクト委員）：
本日はよろしくお願い致します。思いもかけずロー
ターアクターともお会い出来そうで嬉しいです。

須山文夫様（川崎大師 RC）：お邪魔いたします。
花上哲也様（横浜瀬谷 RC）：澤田先生にお誘い頂いて、

フレッシュ交流会からそのまま参加させて頂きまし
た。宜しくお願い致します。

市川亜結様（会長）・町田英利佳様（会計）（横浜南
RAC）：３月 10 日の和の集い、11 名でお邪魔致します。
何でもお手伝いさせていただきます。よろしくお願い
致します。

鳥山直樹会長・川﨑智晴副会長・小野哲幹事：大谷翔平
選手の結婚というビッグニュースと共に 2 月が終わ
り、3 月になりました。春は、もうそこまで来ています。
2 日間にわたるフレッシュ交流会に引き続き当クラブ
の例会に御参加いただく皆様、お疲れ様です。当クラ
ブの例会をお楽しみください。横浜南ローターアクト
クラブ会長 市川亜結様、会計 町田英利佳様、ようこ
そお越しくださいました。例会をお楽しみください。
NPO 法人 PEACE FIELD JAPAN 理事 村橋真理様、
本日の卓話、よろしくお願い申し上げます。イスラエ
ルによるガザ地区への攻撃、ロシアとウクライナとの
間の戦争など、多くの人の生命に対する危機が迫って
いる現在、ロータリアンとして何ができるか、考えて
みましょう。

平野忠弘会員：現場でいろいろあって早退させて頂きま
す。村橋様の卓話を拝聴出来ずに残念ですが来週の週
報を拝読させて頂きます。

蒲隆夫会員：親睦委員会殿、誕生日の写真ありがとうご
ざいます。とても素晴らしい写真でした。

髙橋常男会員：昨日は、横須賀で、偶然、他クラブロー
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タリアンと初対面で、会食をする機会に恵まれました。 
あらためて、地域の特性を踏まえたクラブ奉仕活動の
あり方・楽しみ方については話も弾み、時を忘れる酒
席となりました。本日は、「10 月 7 日から考えること」 
この美しい地球を後世に引き継いでいかなくてはなら
ない立場の地球人が、人が人を殺戮することに正義は
ありません。でも人であるからこそのいろいろな理屈
がまたあるのでしょうか。「心が痛みます」。NPO 法
人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 村橋真理様の卓話を
楽しみに参りました。宜しくお願い致します。

水谷透会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 村
橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。小菅村
KIZUNA プロジェクトではお世話になりました。

川﨑智晴会員：村橋さん、イスラエルパレスチナ、大変
な事になっていますね。リアルな話よろしくお願い致
します。

萩生田義久会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。

鈴木隆保会員：① NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。よう
こそ、お久しぶりです。②入会記念。

髙作義明会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。

伊藤雄一郎会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。

青木理会員：村橋様の卓話拝聴出来なくてとても残念で
す。

岸厚子会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 村
橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。フレッ
シュ交流会後のお参加の皆様ありがとうございます。

坪居みか子会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。

福本学会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 村
橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。

島太郎会員：先日は仲間の通夜へ行ってきました。昔一
緒にクラブを借りて 1000 人規模のパーティーイベン
トをやっていた社長の突然の訃報でショックな夜でし
た。３つ年上だけど、朝まで飲んでそのままゴルフ行っ
たりしたパワフルな仲間がまた一人居なくなり残念で
した。

井原裕一会員：NPO 法人 PEACE FIRLD JAPAN 理事 
村橋真理様、本日は卓話宜しくお願い致します。昨日
と今日の午前中まで地区のフレッシュ交流会に参加さ
れた方お疲れ様でした。交流会からメーキャップくだ
さった皆様、ありがとうございます。

佐藤一明会員：今日はここローズホテルで開催された地
区「フレッシュ交流会」に参加してきました。既にロー
ズに４時間滞在しており１日が長く感じています。し

かしながら「フレッシュ交流会」では他クラブの方々
との交流や新たな学びの場となり、大変有意義な時間
を過ごす事が出来ました。

澤田美穂子会員：昨日は 15 時から、今日は朝８時半より、
フレッシュ交流会に参加してきました。ロータリーに
ついて、みっちり勉強する機会をいただき、他クラブ
の方々と沢山交流できて、とても楽しかったです。メー
キャップに来て下さった皆様どうもありがとうござい
ます！！例会、楽しまれてください。

石野貴史会員：昨夜は、フレッシュ交流会の後お疲れ様
でした。とても勉強になりました。

宍戸留美会員：誕生日祝い。
藤井邦一会員：①誕生日祝い。②スマイルに協力して。
小原淳会員：スマイルに協力して。
鈴木康昭会員：スマイルに協力して。
田島文男会員：スマイルに協力して。
藤塚雄大会員：スマイルに協力して。昨日、本日と研修

会に参加しました。入会日の近い方々とたくさんお話
でき、充実した時間をすごせました。

本日のスマイル　36 件　

（今月の会報担当　井原　裕一　会員）

◎スマイルリクエスト
松宮　宏行　会員「駅」作曲：竹内まりや
　「駅」は竹内まりやが作詞・作曲を手掛け、中森明菜
へ提供した楽曲で、1986 年発売の中森のアルバムの中
でも好評な曲であったが、翌 1987 年に竹内まりやがセ
ルフカバーしてシングルとしても発売し、これによって
一般的に広く知られるようになりました。かつての恋人
の姿を駅で偶然見かけた女性が、隣の車両に乗り、降り
るまでの間そっと彼のことを見続ける、という切ない恋
の情景をマイナーコードにのせた「駅」は多くの人々の
支持を獲得し、他の歌手もその後カバーするなど人気曲
になりました。本日はこれを橋本先生に歌っていただき
たくリクエストさせて頂きました。先生宜しくお願いい
たします。
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２０２４年４月　例会プログラム予定表

第９回理事会　議事録
2024 年 3 月 2 日

議案及び決議事項

１．4 月例会プログラムの件

原案どおり承認。

２．春季情報集会開催の件（クラブ奉仕）

GW 開け（５月の２週目または３週目）に開催する。

３．南区区民少年野球大会協賛の件（社会奉仕）

例年どおり協賛する（ 円）。ただし、新しい事務局（秋山氏）から再度申請をしていただく。

４．国際奉仕委員会主催 和の集い 参加者メークアップ理事会認定の件

承認。

５．地区 社会・国際奉仕委員会ホームページへのコンテンツ提供の件

次年度の方で対応していただく。

６．12 月・1 月会計確認の件

確認した。

７．2024 学年度ロータリー米山奨学生　喬帕 旭日根（チョパ　ショルゴン）君の件

蒲会員にカウンセラー、水谷会員にサブをお願いする。

８．みなみ桜まつり　ぼんぼりクラブ・個人協賛の件（社会奉仕）

クラブとして 円を協賛する。社会奉仕委員会から会員に個人での協賛の御案内をする。

９．令和６年 3 月 30 日創立記念夜間例会（親睦活動）

コロナ禍以後のクラブの活動を記録した映像を制作して流す。

10．BBQ（親睦活動）

令和 6 年 5 月 26 日の昼間に開催する。会員の御家族にも御参加いただく。会場は、澤田会員と藤

井会員の方で選定する。

週 日 テーマ スピーカー 紹介者 合唱曲

1 6 特別休会

2 13
まずここから始める中小企業

のための DX
～メタバースか？ChatGPTか？～

合同会社エムシースクエア
代表　山口　直　様 小野　哲　会員 それでこそ

ロータリー

3 20 マジックショー マジシャン　ねぶたるみ 鳥山　直樹　会長 花

4 27 特別休会

—   5   —



横浜南ロータリークラブ　社会奉仕委員会　活動報告

令和6年度（2024年）2023〜24地区補助金対象プロジェクト
「リラのいえ」洗濯機防水パン更新工事

　当クラブにおいて本年度実施計画されておりました「リラのいえ」洗濯機交換と防水
パン改修工事の協力及び立ち合いのため鳥山会長、川崎副会長、水谷会員、新堀会員、
佐藤で現地に伺いました。
　この事業は前年度の申請により、国際ロータリー第2590地区　2023〜 24年度ロー
タリー財団地区補助金プロジェクトとして認定され、本年度実行予定としていた事業と
なります。
　「リラのいえ」では認定NPO法人スマイルオブキッズ、松尾理事長、谷畑事務局長、
脇島ハウスマネージャー、佐伯様にお出迎えいただきました。

　日々洗濯量が多く難儀していた問題が解決するとの事で「リラのいえ」の皆さんに大
変喜んでいただきました。難しい病気の治療のために、自宅を離れて入院する患者さん
と、付き添い家族のための宿泊施設である「リラのいえ」に地区補助金が有効利用され、
当クラブとしても大変意義のある社会奉仕活動を実施することが出来ました、ご協力い
ただいたクラブ会員の皆様ありがとうござました。

鳥山会長が横浜南 RC寄贈のシールを貼付

参加者全員で設置場所に運びました 設置完了記念写真

—   6   — —   1   —




